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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員行方不明 

発生日時 不明（令和７年３月１日 １３時５１分頃～１４時４０分頃の間） 

発生場所 静岡県伊東市マリーナ沖 

事故の概要  プレジャーボート リファテック丸が漂泊中、船長が行方不明と 

なった。 

事故調査の経過 令和７年３月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で行方不明となったた

め、行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート リファテック丸、６.１トン 

 ２７１－３９０２３静岡、株式会社リファテック 

 １０.４９ｍ（Lr）×３.０６ｍ×１.４０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、３６８kＷ、平成２８年９月 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ４５歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２９年３月３０日 

  免許証交付日 令和４年８月５日 

         （令和９年８月４日まで有効） 

 死傷者等 行方不明 １人（船長） 
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 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期、水温 約１６℃  

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、家族１人（以下「同乗者」とい

う。）を乗せ、令和７年３月１日０８時過ぎに伊東市のマリーナ（以

下「本件マリーナ」という。）の係留場所を出航した。 

 本船は、１３時５１分頃から本件マリーナの防犯カメラ（以下単に

「防犯カメラ」という。）に映っており、本件マリーナの東方沖（写

真２の左側）から陸岸（写真２の右側）へ移動して防犯カメラの映像

から見えなくなり、１４時２１分頃から再び防犯カメラの映像に（画

面の右側から）映り始めた。その後、本件マリーナ入口付近で漂泊す

る様子が防犯カメラに映っていた。 

防犯カメラの時刻は、正確であった。 

（写真２、写真３、図１ 参照） 
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 本件マリーナに帰航中であったボートの船長（以下「船長Ａ」とい

う。）は、１４時４０分頃、本件マリーナ入口付近で漂泊している本

船から声が聞こえたので、接近して状況を確認したところ、同乗者に

助けを求められた。 

 船長Ａは、同乗者から船長の姿が見えなくなったことを聞き、本件

マリーナ担当者に電話で船長が行方不明であることを連絡した。 

 連絡を受けた本件マリーナ担当者は、近くの海上保安庁へ通報し

た。 

 通報を受けた海上保安官は、本件マリーナ担当者と共に海上保安庁

本件マリーナ提供 本件マリーナ提供 

写真２ 防犯カメラに本船が映り始めた頃  写真３ 漂泊している本船 

図１ 事故発生場所概略図 

一般財団法人日本水路協会発行の航海用電子参考図（new pec）使用 

 

本件マリーナ 

本船の係留場所 

伊東市 

本件防舷材が発見された場所 

防犯カメラの位置 

防犯カメラの 
撮影範囲 

本船が漂泊 
していた場所 

静岡県 
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所属の監視取締艇で本船の救助に向かった。（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上保安官及び本件マリーナ担当者が本船に到着して移乗した際、

本船の状況は次のとおりであった。 

① 錨は投入されていなかった。 

② 操舵室のドアが開いており、主機が運転状態でクラッチレバー

が中立の位置となっていた。 

③ 操舵室内では音楽が流れていた。 

本件マリーナ担当者等は、同乗者から次のとおり事情及び状況を聞

いた。 

① 釣りを終えて本件マリーナに帰航していた際、操舵室の椅子で

居眠りをした。 

② 居眠りから目が覚めた際、本船が漂泊しており、操縦席に船長

の姿がなかったので、周囲を見渡したところ、船首方の本船から

少し離れた海面に本船の防舷材（以下「本件防舷材」という。）

と本件防舷材を追い掛けるように泳ぐ人が見えた。その人は船長

ではないかと思った。 

③ 船内に船長がいないことを確認しようと船内を見回している

間、泳ぐ人から目を離して再度船首方の海面を見た時には、人の

姿はなかった。 

本船は、本件マリーナ担当者の操船によって同乗者を乗せて本件マ

リーナへ到着した。船体には他船との衝突痕等の損傷はなかった。 

海上保安庁、警察、消防及び日本水難救済会の船舶等によって船長

の捜索が行われた。 

 本件防舷材は、本件マリーナ南西側の消波ブロックに流れ着いてい

るところを発見された。 

 海上保安庁等による専従捜索は３月２日まで行われたが、船長は、

令和８年５月２２日現在、行方不明である。 

 その他の事項 (1) 船長に関する情報 

① 本船の乗船経験は約８年であった。本事故当時、特に健康面

写真４ 本船及び救助に向かった監視取締艇 

本件マリーナ提供 
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で問題はなかった。 

② 同乗者とは別の船長の家族によれば、本船に友人や家族を同

乗させて釣りをしており、朝に係留場所を出航して１４時～ 

１５時頃には戻ってきていた。令和６年は月２、３回程度、令

和７年は月１回程度の頻度で本船に乗っていた。 

③ 本事故当日、黒色長袖シャツ、黒色長ズボンを着用してい

た。ふだんから救命胴衣を着用しておらず、船長の腰ベルト式

救命胴衣は船内に残されていた。 

船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和２６年法律第１４９

号）並びに同法施行規則（昭和２６年運輸省令第９１号）に基

づき、小型船舶操縦者（船長）には、船外への転落に備えた措

置として暴露甲板上にいる全ての乗船者に対し、救命胴衣を着

用させる義務が定められている。 

④ 携帯電話は、本事故後、船内で発見された。 

(2) 帰航時等の作業に関する情報 

船長は、ふだんから本船を本件マリーナ入口付近で漂泊させ、

甲板上（内側）に置いている防舷材を舷外につり下げる帰航準備

を行ってから、本件マリーナに入港していた。全ての防舷材の 

ロープを一定の長さに調整してハンドレールに結んだ状態で使用

していた。 

船長は、出航時には舷外につり下げた防舷材を引き上げて甲板

上（内側）に置いていた。 

防犯カメラの映像からは、船長が帰航準備をしている様子な

ど、本船上での詳細な状況は確認できなかった。 

(3) 本船に関する情報 

① 本船は、船体中央部から船首寄りに操舵室が設けられてい

た。 

② 手すり及び甲板から舷縁頂部までの高さ並びに乾舷は、次の

とおりであった。 

ａ 船首部には、高さ約３７cm のブルワークの上方に金属製の

高さ約９１cmの手すりが設置されていた。 

ｂ 操舵室横の両舷の通路から前方の舷側には、両舷共に高さ

約５０cm のブルワークの上方に金属製の高さ約３８.５cm の

手すりが設置されていた。 

ｃ 操舵室後方側のブルワークは、両舷共に高さ約７０cm で 

あった。 

ｄ 両舷の通路は、船首方から船尾方まで両舷共に幅約４２cm

であった。 

ｅ 乾舷は、船首部約１２９cm、船尾部約９５cmであった。 

（写真５～７ 参照） 
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③ 本件防舷材 

本件防舷材の大きさは、直径約４４cm、長さ約５８cm、重さ

は約３.１kg であった。 

本件防舷材には直径約１２mm、長さ約１９１cm のロープが結

ばれていた。 

（写真７、写真８ 参照） 

 

 

 

 

 

写真５ 左舷側通路 

写真６ 船首部 

写真７ 本船（本船右舷後方から） 

左舷側 

約 42cm 

約 50cm 

約 38.5cm 

約 129cm 

約 95cm 

約 70cm 

船首 

約 125cm 
約 27cm 

約 37cm 

約 91cm 
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④ 操舵室の状況 

右舷側に操縦席があり、左舷側にも同じ椅子がそれぞれ床面

に固定され、船首側に船室があった。（写真９参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

(1) 船長の行方不明に関する解析 

① 船長は、行方不明となった。 

② 船長は、１３時５１分頃本船が防犯カメラに映った時から、

その後本船が本件マリーナ入口付近で漂泊して、１４時４０分

頃船長Ａが同乗者の声を聞くまでの間に落水したものと考えら

れる。 

写真８ 本件防舷材 

ロープの長さ約 191cm 
直径約 12mm 

長さ約 58cm 

直径約 44cm 

写真９ 本船の操舵室 

椅子 操縦席 

船室 
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(2) 船長の落水に関する解析 

船長は、漂泊中に帰航準備をしていた際、次のことから、船首

部ハンドレール付近で本件防舷材のロープを結び直す等の作業を

行っていたところ、本件防舷材が海面に落下し、ロープを掴
つか

もう

として舷外に身を乗り出し、体勢を崩して落水した可能性がある

と考えられるが、船長の落水状況を目撃した者はおらず、客観的

情報も十分に得られなかったことから、落水に至った状況を明ら

かにすることはできなかった。 

① 船長は、本件マリーナに帰航する際、ふだんから本船を本件

マリーナ入口付近で漂泊させ、本件防舷材を舷外につり下げる

帰航準備をしていた。 

② 同乗者は、船首方の海面で本件防舷材と本件防舷材を追い掛

けるように泳ぐ船長のような人を視認した。 

③ 本件防舷材は、本件マリーナ南西側の消波ブロックに流れ着

いたところを発見された。 

(3) 救命胴衣の着用に関する解析 

船長は、法令上、本船の暴露甲板上においては自らも救命胴衣

を着用しなければならなかった。 

船長は、本事故当時、救命胴衣を着用していなかったことか

ら、海上で浮力を保持することが困難であったものと考えられ

る。 

原因 本事故は、船長が、本船を本件マリーナ入口付近で漂泊させながら

帰航準備中、落水したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型船舶の乗船者は、舷側付近で作業等を行う場合には、船体の

動揺を考慮しつつ命綱等で体の確保を確実に行い落水防止を図る

こと。 

・小型船舶の乗船者は、暴露甲板上では、救命胴衣を着用するとと

もに、落水時に備え携帯電話を防水ケースに入れて常に携行し、

緊急時の連絡手段を確保しておくこと。 

 


